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 平 成 ( H ) 2 5 ～ 2 6 年 、 複 数 の 農 場 で 牛 ウ イ ル ス 性 下 痢

・ 粘 膜 病 が 発 生 。 事 例 １ ： H 2 5 年 5 月 、 A 公 共 牧 場 か ら

下 牧 後 の 初 妊 牛 が 流 産 し 、 胎 子 か ら 牛 ウ イ ル ス 性 下 痢

ウ イ ル ス ( B V D V ) 遺 伝 子 検 出 。 本 例 で は A 牧 場 へ 預 託 中

の 牛 ま た は 下 牧 後 の 牛 6 戸 1 2 頭 が 流 産 も し く は 持 続 感

染 牛 ( P I 牛 ) を 娩 出 。 事 例 2 ： H 2 5 年 8 月 、 B 公 共 牧 場 か ら

下 牧 後 の 育 成 牛 が P I 牛 と 判 明 。 調 査 で さ ら に 4 戸 5 頭 の

P I 牛 を 確 認 。 事 例 3 ： H 2 6 年 4 月 、 県 外 転 出 子 牛 が P I 牛

と の 情 報 を 得 て 農 場 調 査 。 母 牛 は H 2 5 年 に C 公 共 牧 場 に

預 託 。 本 農 場 で は 別 の C 牧 場 下 牧 牛 １ 頭 も P I 牛 を 娩 出

。 各 事 例 の 調 査 で 計 2 4 戸 2 4 4 頭 の B V D V 検 査 を 実 施 。 事

例 間 に 直 接 的 な 関 連 は な く 、 各 公 共 牧 場 で の P I 牛 を 介

し た 感 染 拡 大 と 推 察 。 発 生 後 の 対 策 と し て 預 託 前 の ワ

ク チ ン 接 種 及 び B V D V 検 査 の 推 奨 、 バ ル ク 乳 B V D V 検 査 延

べ 1 8 6 件 、 研 修 会 や 広 報 に よ る 啓 発 等 を 実 施 。 各 事 例

と も 発 生 要 因 の 特 定 と そ の 後 の 対 策 に よ り 、 H 2 6 年 4 月

を 最 後 に 新 規 発 生 は な い 。     


